マグネトソームディスプレイホウ ニヨル ジセイリュウシジョウ エノ ヒトユライ サイボウ ヒョウメン タンパクシツ ノ キノウ ハツゲン by 本多, 亨 & ホンダ, トオル
（別紙様式 22） 
                             平成 28年 3月 24日 
 
学 位 論 文 の 内 容 の 要 約 
 
氏  名 本多 亨 
学位の種類 博士（工学） 



































第 3章では、CD8+細胞の活性化に関与する MHC class I (MHC I)分子の磁性粒子上での機












で生産されるときに重要な MHC II 分子特異的なシャペロン様タンパク質である HLA-DM
を共発現し、磁性粒子上に 2つのタンパク質を共局在させることでMHC II 分子の機能発現
を行った。まず、磁性粒子上に 2 つのタンパク質を共局在させるために、Dockerin-Cohesin
相互作用を利用し、磁性粒子上に 2種のタンパク質を、1:1かつ近接に固定化する技術を確
立した。また、MHC II分子及び HLA-DMを共発現することで、菌体中でのMHC II分子の
発現量向上、及び磁性粒子上への MHC II分子固定化量の増加がみられ、更に磁性粒子での
MHC II分子の比活性が 3倍向上することが明らかとなった。 
第 5 章「結論」では、本研究で得られた成果についてまとめた。本研究で標的タンパク
質とした多量体系形成タンパク質 TrkA、MHC I分子、MHC II分子は原核生物を用いた機能
発現に成功した初めての例である。このことから、原核細胞での上記のヒト組換えタンパ
ク質の機能発現方法を提供するものであり、学術的な意義は大きい。また 4 章で確立した
磁性粒子上へのタンパク質複合体の構築法はバイオテクノロジー分野のみならず、産業分
野への展開も期待され、その工学的意義も大きい。 
 
